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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
オ
モ
テ
、
ウ
ラ
、
コ
イ
ン
ト
ス
、
林
檎
、
南
瓜
、
あ
る
い
は
、
東
京
の
、
首

都
の
、
首
都
の
東
京
の
、
ウ
ラ
の
、
ウ
ラ
は
オ
モ
テ
で
、
コ
イ
ン
ト
ス
コ
イ
ン

ト
ス
、
コ
イ
ン
ト
ス
コ
イ
ン
 

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
２
５
８
Ｙ

【
作
者
名
】

　
笹
倉

【
あ
ら
す
じ
】

　
林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
。
林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
。
林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
。
林
檎
じ
ゃ
あ

な
い
。
気
が
違
っ
て
い
る
の
か
？
　
林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
。
林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
。

林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
。
林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
。
林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
。
コ
イ
ン
ト
ス
。

林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
よ
。
そ
う
思
わ
な
い
か
？
　
林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
だ
ろ
う
、
こ

れ
。
林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
。
そ
う
だ
ろ
、
そ
う
だ
ろ
、
あ
る
い
は
、
し
か
し
な
が

ら
（
Ｈ
ｏ
ｗ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
）
、
ナ
イ
フ
の
、
そ
の
切
っ
先
の
、
あ
、
林
檎
の
話
？
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あ
れ
、
よ
く
、
分
か
ん
な
（
し
ゅ
）
（
び
ち
ゃ
）
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死
亡
推
定
（
前
書
き
）

も
し
君
が
死
ん
で
た
ら
ど
う
す
る
の
？

う
ん
、
考
え
て
き
て
く
れ
た
か
な
？

そ
う
か
、
そ
う
い
う
考
え
方
も
あ
る
よ
ね
ー
。

そ
う
だ
よ
ね
ー
。

う
ん
、
君
に
意
見
は
聞
い
て
な
い
ん
だ
け
ど
ね
。
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死
亡
推
定

／
「
　
　
」

 
　

 
　
林
檎
が
一
つ
。

 
「
東
京
は
二
つ
存
在
す
る
。
コ
イ
ン
に
表
と
裏
が
あ
る
の
と
同
じ
で
、
東
京

に
も
表
と
裏
が
あ
る
。
埼
玉
に
は
な
い
。
埼
玉
は
、
そ
う
だ
な
、
首
都
じ
ゃ
な

い
か
ら
だ
。
そ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
。
東
京
は
二
つ
存
在
す
る
。
俺
は
二
度
、

そ
れ
を
言
っ
た
。
東
京
は
二
つ
あ
る
。
三
度
、
言
っ
た
。
俺
は
煩
わ
し
い
の
が

嫌
い
だ
か
ら
。
俺
は
林
檎
だ
か
ら
、
煩
わ
し
い
の
が
嫌
い
だ
。
分
か
る
か
？
　

そ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
。
東
京
―
―
裏
の
東
京
だ
―
―
は
、
腐
っ
て
る
。
一
度
、

潰
す
ん
だ
よ
。
い
い
か
、
よ
く
聞
け
。
一
度
潰
す
。
一
度
潰
す
。
一
度
潰
す
。

俺
は
、
林
檎
は
、
煩
わ
し
い
の
が
嫌
い
だ
が
、
四
度
言
っ
た
。
も
う
一
度
言
う
」

 
　
林
檎
は
動
か
な
い
。
し
か
し
、
林
檎
は
喋
る
。

 
「
東
京
を
、
潰
す
」

 
　

 
／
オ
モ
テ
東
京
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そ
の
日
、
原
宿
の
少
女
達
は
恐
怖
し
た
。
渋
谷
の
少
年
達
は
恐
怖
し
た
。

銀
座
の
オ
ン
ナ
達
は
恐
怖
し
た
。
品
川
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
達
は
恐
怖
し
た
。
本

能
的
に
、
恐
怖
し
た
。
林
檎
だ
、
と
誰
か
が
言
う
。
林
檎
だ
、
林
檎
だ
、
と
少

女
は
、
少
年
は
、
オ
ン
ナ
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
口
々
に
言
っ
た
。
伝
染
だ
。

呟
き
は
叫
び
に
変
わ
る
。
林
檎
だ
、
林
檎
だ
、
林
檎
だ
、
林
檎
だ
！
　
あ
る
者

は
座
り
込
み
、
あ
る
者
は
失
禁
し
、
あ
る
者
は
気
絶
し
た
。
オ
モ
テ
は
ウ
ラ
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
オ
モ
テ
は
ウ
ラ
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
オ
モ
テ

は
ウ
ラ
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
、
感
じ
る
。
恐
怖
！
　
圧
倒
的
な

！
　
恐
怖
！
　
刃
物
の
切
っ
先
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
銃
口
が
こ
ち
ら
を
向
い

て
い
る
、
裏
側
か
ら
削
ら
れ
て
い
く
、
そ
う
い
う
感
覚
。
少
女
は
恐
怖
す
る
。

少
年
は
恐
怖
す
る
。
オ
ン
ナ
は
恐
怖
す
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
恐
怖
す
る
。
林

檎
は
動
か
な
い
。
オ
モ
テ
東
京
に
林
檎
は
存
在
し
な
い
。
君
た
ち
が
知
っ
て
い

る
林
檎
は
、
林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
ん
だ
よ
。

 
／
ウ
ラ
東
京
／
ド
ク
タ
ー
・
パ
ン
プ
キ
ン
の
診
察
室

 
　
ド
ク
タ
ー
・
パ
ン
プ
キ
ン
は
ひ
ど
く
緩
慢
な
動
き
で
キ
ー
ボ
ー
ド
の
エ
ン

タ
ー
キ
ー
を
押
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
に
文
字
列
が
表
れ
る
。
フ
ル
ミ
ヤ
に
は
そ
の

文
字
列
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
。
ド
ク
タ
ー
・
パ
ン
プ
キ
ン
は
サ
イ
ズ
の
合

っ
て
い
な
い
カ
ボ
チ
ャ
の
被
り
物
を
揺
ら
し
て
、
モ
ニ
タ
ー
か
ら
フ
ル
ミ
ヤ
の

方
へ
視
線
を
移
し
た
。
ど
う
っ
す
か
、
と
フ
ル
ミ
ヤ
は
聞
い
た
。
ド
ク
タ
ー
・

パ
ン
プ
キ
ン
は
答
え
な
い
。
フ
ル
ミ
ヤ
の
方
へ
体
を
向
け
た
ま
ま
、
ま
た
エ
ン

タ
ー
キ
ー
を
押
し
た
。
文
字
列
が
消
え
る
。
エ
ン
タ
ー
キ
ー
。
文
字
列
が
表
れ

る
。
エ
ン
タ
ー
キ
ー
。
文
字
列
が
消
え
る
。
エ
ン
タ
ー
、
文
字
列
、
エ
ン
タ
ー
、

消
え
る
、
エ
ン
タ
ー
、
表
れ
る
、
エ
ン
タ
ー
、
消
え
、
エ
ン
タ
ー
表
れ
る
、
エ
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ン
タ
消
、
エ
ン
タ
ー
表
、
エ
ン
表
、
エ
ン
裏
、
裏
、
裏
、
オ
モ
テ
。
フ
ル
ミ
ヤ

の
耳
元
で
起
動
音
が
す
る
。
か
ち
ゃ
、
か
ち
ゃ
、
と
エ
ン
タ
ー
キ
ー
を
連
打
す

る
音
も
聞
こ
え
た
が
、
や
が
て
、
消
え
た
。
フ
ル
ミ
ヤ
は
喋
ら
な
い
。
ド
ク
タ

ー
・
パ
ン
プ
キ
ン
も
喋
ら
な
い
。
ウ
ラ
は
オ
モ
テ
に
、
オ
モ
テ
は
ウ
ラ
に
。
フ

ル
ミ
ヤ
は
今
ウ
ラ
に
居
る
。
な
ら
ば
？

 
　

 
　
オ
モ
テ
だ
。
フ
ル
ミ
ヤ
は
、
オ
モ
テ
に
行
く
。

 
／
オ
モ
テ
東
京

 
　
フ
ル
ミ
ヤ
は
コ
ン
ビ
ニ
店
員
だ
。
注
文
さ
れ
た
タ
バ
コ
を
取
っ
て
、
客
に

渡
す
。
金
を
受
け
取
っ
て
、
釣
り
を
渡
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
と

言
っ
た
。
も
う
上
が
っ
て
い
い
よ
、
と
店
長
が
言
う
。
礼
を
し
て
休
憩
室
に
戻

り
制
服
を
脱
ぎ
私
服
を
着
替
え
て
店
を
出
る
。
ナ
イ
フ
は
？
　
ナ
イ
フ
は
ど
こ

に
あ
る
？
　
ポ
ケ
ッ
ト
だ
。
そ
の
ジ
ー
ン
ズ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
、
ナ
イ
フ
は
あ
る
。

フ
ル
ミ
ヤ
は
コ
ン
ビ
ニ
店
員
で
あ
る
。
フ
ル
ミ
ヤ
は
殺
人
鬼
で
も
あ
る
。
呼
吸

だ
よ
、
と
フ
ル
ミ
ヤ
は
笑
う
。
呼
吸
み
た
い
な
も
ん
な
ん
だ
、
人
を
殺
す
の
っ

て
。

 
　
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
の
帰
り
道
、
路
地
裏
。
フ
ル
ミ
ヤ
は
歩
く
。
一
人
だ
。
フ

ル
ミ
ヤ
の
感
覚
は
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
る
。
冬
の
六
時
半
だ
、
も
う
辺
り
は
暗

い
。
し
か
し
フ
ル
ミ
ヤ
の
目
に
は
見
え
て
い
る
。
フ
ル
ミ
ヤ
は
感
じ
て
い
る
。

来
る
よ
。
女
だ
。
二
十
五
歳
で
、
先
日
彼
氏
に
フ
ら
れ
て
傷
心
、
趣
味
は
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
だ
。
フ
ル
ミ
ヤ
の
感
覚
は
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
分
か

る
。
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女
が
現
れ
る
。
フ
ル
ミ
ヤ
の
正
面
。
フ
ル
ミ
ヤ
の
方
へ
歩
い
て
く
る
。
二

十
五
歳
で
先
日
彼
氏
に
フ
ら
れ
て
傷
心
で
趣
味
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
女
だ
。
フ

ル
ミ
ヤ
も
歩
い
て
い
る
。
後
十
五
歩
で
す
れ
違
う
。
十
歩
、
八
歩
、
三
歩
、
一

歩
、
（
し
ゅ
）
、
（
び
ち
ゃ
）
、
フ
ル
ミ
ヤ
は
歩
き
出
す
。
ナ
イ
フ
に
は
血
が

滴
っ
て
い
て
、
女
は
首
を
押
さ
え
て
、
倒
れ
こ
ん
で
い
た
。
呼
吸
だ
よ
、
と
言

う
。
フ
ル
ミ
ヤ
は
返
り
血
を
浴
び
て
い
な
い
。
ナ
イ
フ
を
ジ
ー
ン
ズ
に
し
ま
う
。

歩
き
出
す
。
女
は
死
ん
で
い
る
。

 
　
帰
り
に
、
青
果
店
が
あ
っ
た
。
色
と
り
ど
り
の
果
実
が
売
ら
れ
て
い
る
。

林
檎
が
置
か
れ
て
い
た
。

 
　

 
「
こ
ん
な
も
の
は
林
檎
じ
ゃ
あ
な
い
よ
」

 
　
フ
ル
ミ
ヤ
は
言
う
。
従
業
員
が
首
を
傾
げ
た
。
そ
の
瞬
間
に
、
コ
イ
ン
ト

ス
だ
。

 
　
世
界
は
止
ま
る
。
フ
ル
ミ
ヤ
も
止
ま
る
。
オ
モ
テ
は
ウ
ラ
に
。
ウ
ラ
は
オ

モ
テ
に
。
今
は
オ
モ
テ
だ
。
な
ら
ば
？

 
　
ウ
ラ
だ
。
フ
ル
ミ
ヤ
は
、
ウ
ラ
へ
行
く
。
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紫
煙
肯
定

／
ウ
ラ
東
京
／
ド
ク
タ
ー
・
パ
ン
プ
キ
ン
の
診
察
室

　
 

ド
ク
タ
ー
・
パ
ン
プ
キ
ン
は
ひ
ど
く
緩
慢
な
動
き
で
キ
ー
ボ
ー
ド
の
エ
ン

タ
ー
キ
ー
を
押
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
に
文
字
列
が
表
れ
る
。
フ
ル
ミ
ヤ
に
は
そ
の

文
字
列
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
。
ド
ク
タ
ー
・
パ
ン
プ
キ
ン
は
サ
イ
ズ
の
合

っ
て
い
な
い
カ
ボ
チ
ャ
の
被
り
物
を
揺
ら
し
て
、
モ
ニ
タ
ー
か
ら
フ
ル
ミ
ヤ
の

方
へ
視
線
を
移
し
た
。
ど
う
っ
す
か
、
と
フ
ル
ミ
ヤ
は
聞
い
た
。
ド
ク
タ
ー
・

パ
ン
プ
キ
ン
は
答
え
な
い
。
フ
ル
ミ
ヤ
の
方
へ
体
を
向
け
た
ま
ま
、
ま
た
エ
ン

タ
ー
キ
ー
を
押
し
た
。
文
字
列
が
消
え
る
。
エ
ン
タ
ー
キ
ー
。
文
字
列
が
表
れ

る
。
エ
ン
タ
ー
キ
ー
。
文
字
列
が
消
え
る
。
フ
ル
ミ
ヤ
は
喋
ら
な
い
。
ド
ク
タ

ー
・
パ
ン
プ
キ
ン
も
喋
ら
な
い
。
ウ
ラ
は
オ
モ
テ
に
、
オ
モ
テ
は
ウ
ラ
に
。
フ

ル
ミ
ヤ
は
今
ウ
ラ
に
居
る
。
し
か
し
コ
イ
ン
ト
ス
は
行
わ
れ
な
い
。
そ
う
い
う

も
の
な
ん
だ
よ
。
ま
だ
な
ん
だ
。
エ
ン
タ
ー
キ
ー
が
連
打
さ
れ
て
い
る
。
今
は

ま
だ
そ
れ
だ
け
の
事
だ
。

／
ウ
ラ
東
京
／
黒
糸
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
黒
糸
は
ボ
ス
だ
っ
た
。
ウ
ラ
東
京
の
ボ
ス
だ
。
シ
ー
ハ
ラ
は
珈
琲
を
淹
れ
、
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黒
糸
の
前
に
出
し
た
。
黒
糸
は
礼
を
言
わ
ず
に
そ
れ
に
口
を
つ
け
る
。
ボ
ス
だ

か
ら
だ
。
シ
ー
ハ
ラ
は
部
下
で
、
オ
レ
は
ボ
ス
。
黒
糸
は
ウ
ラ
東
京
を
牛
耳
っ

て
い
た
。
シ
ー
ハ
ラ
、
コ
イ
ン
ト
ス
は
い
つ
だ
？
　
黒
糸
は
聞
く
。
ま
だ
で
す
。

先
ほ
ど
、
行
わ
れ
た
ば
か
り
で
す
か
ら
。
今
回
は
八
十
時
間
ほ
ど
、
≪
停
止
≫

し
て
い
ま
し
た
。
シ
ー
ハ
ラ
は
答
え
る
。

「
お
前
は
何
を
し
て
い
た
」

「
パ
ン
プ
キ
ン
医
師
の
所
に
行
っ
て
、
後
は
普
段
通
り
に
」

「
や
つ
は
何
と
言
っ
て
い
た
」

「
あ
の
人
は
何
も
言
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
次
の
コ
イ
ン
ト
ス
の
準
備
を
」

　
そ
う
か
、
と
黒
糸
は
言
っ
た
。
そ
れ
だ
け
。

　
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音
楽
が
流
れ
る
。
そ
れ
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
あ
り
、
ロ
ッ
ク

ン
ロ
ー
ル
で
あ
り
、
マ
ー
チ
で
あ
り
、
ジ
ャ
ズ
で
あ
り
、
ブ
ル
ー
ス
で
も
あ
っ

た
。
子
守
唄
み
た
い
だ
、
と
黒
糸
は
思
う
。
そ
の
棒
切
れ
の
よ
う
な
、
糸
の
よ

う
な
、
細
い
腕
を
伸
ば
し
て
ス
ピ
ー
カ
ー
に
触
る
。
身
体
に
音
楽
が
響
く
。
血

が
躍
り
、
心
臓
が
跳
ね
る
。
子
守
唄
の
よ
う
で
す
ね
、
と
シ
ー
ハ
ラ
は
口
に
す

る
。
黒
糸
は
音
楽
を
、
そ
の
子
守
唄
を
感
じ
な
が
ら
、
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い

よ
」
と
答
え
た
。

／
「
　
」

　
林
檎
が
一
つ
。
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「
デ
リ
ー
ト
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
エ
ン
タ
ー
だ
。
エ
ン
タ
ー
し
か
許
さ
れ
て

い
な
い
。
デ
リ
ー
ト
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

許
さ
れ
て
い
な
い
。
エ
ン
タ
ー
。
エ
ン
タ
ー
。
エ
ン
タ
ー
。
エ
ン
タ
ー
。
エ
ン

タ
ー
。
シ
ー
ハ
ラ
、
フ
ル
ミ
ヤ
。
エ
ン
タ
ー
。
エ
ン
タ
ー
。
オ
モ
テ
へ
。
エ
ン

タ
ー
。
デ
リ
ー
ト
？
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
許
さ
れ
て
い
な
い
！
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

オモテ、ウラ、コイントス、林檎、南瓜、あるいは、東京の、首都の、首都の東京の、ウラの、ウラはオモテで、コイントスコイントス、コイントスコイン 
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n6258y/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n6258y/

